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２．３．７ 地下区間から地上区間への構造変更 

高密度な市街地が形成されている地域では、基本的に地下構造（道路下空間への導入）を採用して

いるが、事業費が割高となっている。地下区間を可能な限り地上区間（高架、盛土、地平構造）に変

更することは、コスト縮減方策として有効であるだけではなく、車窓からの景色や開放感など乗車時

の快適性の向上や、魅力向上による観光需要の増大等が期待される。 

平成 24 年度調査では、那覇～普天間間において、起伏の激しいパイプラインから広幅員道路でか

つ比較的平坦な地形を通過する国道 58 号にルートを変更し、高架構造で導入する検討を行った。平

成 25 年度調査では、支線及び空港接続線も含めて、可能な限り地上区間（高架、盛土、地平構造）

に構造変更する検討を行い、所要時間及び概算事業費を算出した。 

また、ここで算出した駅間所要時間等のサービス水準をもとに需要予測を行った。 

（１）名護付近の構造変更 

平成 24 年度調査において、鉄道で導入する場合、幹線骨格軸のうち名護付近は、既成市街地のた

め鉄軌道を道路下に地下構造で導入することとしていることから、コスト縮減の観点から道路空間内

に高架構造で導入する検討を行った。 

図 検討対象区間（名護付近） 

１） 国道 58 号への導入検討 

名護付近の国道 58号の一般部は、片側２車線で道路部幅員（車道、中央帯、路肩、植樹帯、歩

道等の合計幅員）が 33.75ｍとなっている。 

図 名護付近の国道 58号の状況（許田方向から名護方向を望む） 
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国道58号に高架構造で導入する場合には、片側１車線ずつの空間を利用することが考えられる。 

【現況（導入前）】 

【高架構造で導入後】 

国道 58号に高架構造で鉄道を導入する場合には、片側１車線ずつが減少することとなる。 

図 鉄道を高架構造で導入した場合のイメージ図 

片側１車線ずつ減少 
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［平面図］ 

［縦断図］ 

図 名護付近の平面・縦断図 
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高架構造に変更

平成23年度及び平成24年度
調査では、地下構造

高架構造に変更 
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２） 国道 58 号への影響 

国道 58 号に高架構造で導入する場合には、片側１車線ずつが減少することとなり、道路混雑の

発生が危惧される。その他、騒音・振動、日照障害などの影響も考えられる。 

ただし、名護付近では、平成 24 年３月、国道 58号の東側に名護東道路の伊差川 IC～世冨慶 IC

間が暫定２車線で開通した。これにより、国道 58 号から名護東道路へ交通量が転換し、国道 58

号の混雑緩和が図られている。今後、名護東道路の全線開通及び４車線化が実施されれば、さら

に国道 58号の混雑緩和が図られると考えられる。 

出典：内閣府沖縄総合事務局北部国道事務所のホームページ 

図 名護東道路の位置図 
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■名護東道路の事業概要 

■名護東道路の整備効果（１） 

出典：内閣府沖縄総合事務局北部国道事務所のホームページ 

図 名護東道路の事業概要及び整備効果 
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■名護東道路の整備効果（２） 

■名護東道路の整備効果（３） 

出典：内閣府沖縄総合事務局北部国道事務所のホームページ 

図 名護東道路の整備効果 
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３） 概算事業費の算出結果 

名護付近の構造形式を地下区間から地上区間（高架構造）に構造変更したことにより、高架構

造の割合は、ケース１では 16％から 19％、ケース７では 22％から 25％へと各３％増加した。名

護付近の構造変更により、平成 23 年度調査及び平成 24 年度調査と比較して約 3%のコスト縮減と

なった（最新技術の採用効果を除く）。今後は、他のモデルルートについても、構造変更の可能性

について検討することが重要である。 

表 概算事業費の算出結果 

検討ケース 経由地 
那覇～普天間

の導入空間 

現計画（地下構造） 
構造変更（高架構造）

最新技術採用 平成23年度及び 

平成24年度調査 
最新技術採用 

ケース 1R-5 うるま パイプライン 8,500 億円 7,700 億円 7,500 億円 

ケース 7R-4 うるま 国道 58号 7,700 億円 7,000 億円 6,800 億円 

図 名護付近の構造変更による構造形式割合の変化 
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ケース１Ｒ（うるま・パイプ） 路線延長：77.0km
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ケース７Ｒ（うるま・国道58号） 路線延長：77.9km

高架 盛土 地平 掘割 地下・トンネル

（地上区間：43％）
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